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馬場　幸栄：イングランド中世シトー会の写本と修道院建築

内容報告

『修練者の鏡』Speculum Novitiiはイングランドのシ
トー修道士ソーリーのスティーヴン（1252年没）に

よって執筆されたと考えられている修練者たちのため

の生活指導書である。修練者とは修道者となるための

修練期間にある者のことで、正式な修道会のメンバー

ではないが、短期間に驚異的な拡大を遂げたシトー会

の人員獲得成功の背景を理解するために、また、修道

院の外の人間がどのような過程を経て修道院の中の人

間へと身分的変容を遂げえたのかを明らかにするため

に、修練者研究は重要かつ不可欠なものであり、修練

者の実態に関する詳細な史料である『修練者の鏡』は

極めて稀少な存在である。

博士論文では、この『修練者の鏡』を主な材料とし

て、中世シトー会の修練者制度の実態とそれが当時の

シトー会および中世社会におよぼした影響について論

じることを計画している。しかし、報告者によるこれ

までの調査で、『修練者の鏡』の著者に関する定説が

くつがえされる可能性が出てきてしまった。著者が変

われば、執筆の意図や作品の内容に対する解釈も変え

なければならなくなる。そこで、本ディスカッション

では、近年の写本研究の成果によって再検証が必要と

なった『修練者の鏡』の著者について、英国の写本研

究者・歴史研究者たちとともに議論を行った。

まず、報告者である馬場が、従来の定説であった

ソーリーのスティーヴンを著者とするエドモンド・

ミッカースの主張を批判しつつ、新たにレクシントン

のスティーヴンを『修練者の鏡』の著者候補として

考慮しなければならないと考える四つの理由を述べ

た。第一に、ミッカースがソーリーのスティーヴンを

著者としている最大の根拠はソーリーのスティーヴン

の著書である『三つの霊操』『聖母の喜びについての

瞑想』で使用されている語彙やフレーズが『修練者の

鏡』のそれと類似しているためであるが１、中世の著

作家たちは他の著作家たちの表現をしばしば借用した

ので、語彙やフレーズの類似性は著者を確定する証拠

としては十全ではないこと。第二に、『修練者の鏡』

の現存写本のひとつには著者名として「サヴィニー大

修道院長S」という書き込みが見られるが、ソーリー
のスティーヴンはサヴィニー大修道院長を務めていな

いこと。第三に、近年馬場とニール・マクリンの共同

研究によって慶應義塾大学図書館で発見された『修練

者の鏡』写本には、他の『修練者の鏡』写本にはみら

れない「告白のありかた」という章が存在しており、

そこには「一般的な告白の方法については、ここでは

触れずにおいておく。それは別の論考で十分に明白か

つ効果的に扱われるからである。」という記述が見ら

れ２（図１）、このことから、『修練者の鏡』の著者は

告白についての論考を執筆していた可能性があるが、

ソーリーのスティーヴンの著作としてそのような作品

は未だ発見されていないこと。そして第四に、近年リ

チャード・シャープによって大英図書館所蔵の『告白

の鏡』というシトー会写本には著者を示す書き込みが

「スタンレー大修道院長スティーヴン」と解読された

が（図２）、スタンレーで大修道院長を務めたスティー

ヴンという人物はレクシントンのスティーヴンしかお

らず３、しかもこのレクシントンのスティーヴンはサ

ヴィニー大修道院長を務めた経験があること。

この報告を受けて、『修練者の鏡』慶應写本を馬場

と共同研究した経験をもつキリスト教史研究者、ニー
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ル・マクリン博士からは、現時点においてはレクシン

トンのスティーヴン説を支持するという意見と、「告

白のありかた」という章にみられる「毎日の告白の方

法については、あなたがよりよく理解するように、私

はここで少しだけラテン語で述べておこう。」という

記述において、あえて「ラテン語で」と記されている

こともまた著者を特定する材料となりうるのではない

か、という提案がなされた。

また、『告白の鏡』大英図書館写本の書き込みを解

読したイングランド中世写本研究の権威、リチャー

ド・シャープ博士からは、ソーリーのスティーヴンを

著者とするミッカースの主張は確かに論理的脆弱さが

否めず、レクシントンのスティーヴンを著者とする説

に概ね賛同する旨の意見と、『告白の鏡』の内容が『修

練者の鏡』の著者が執筆したものとして相応しいもの

であるか否かについて質問がなされた。

ディスカッションの結論としては、写本研究におけ

る近年の発見にもとづいて馬場が提示したレクシント

ンのスティーヴンを『修練者の鏡』の著者候補とする

説は、概ね研究者たちから肯定的に受け入れられるも

のであることがわかった。しかし、シャープ博士の指

摘にあったように『告白の鏡』はまだ本格的研究が始

まっていないので、今後の博士論文執筆計画には『告

白の鏡』の本文翻刻および著者に関する研究を含める

こととした。また、ディスカッションとあわせて、『修

練者の鏡』にみられる修練者たちの生活に関する記述

が、実際のシトー会修道院建築の構造と矛盾しないも

のであることを確認するために、イングランドにおけ

るシトー会の拠点のひとつであるファウンテンズ大修

道院跡の現地調査も行った（図３、４）。

図１　新たに発見された章を含む『修練者の鏡』慶應

写本　©慶應義塾図書館

図２　レクシントンのスティーヴンとの関連性が注目

される『告白の鏡』の書き込み　©大英図書館

図３　最盛期に約150人を収容したといわれるファウ

ンテンズ大修道院　著者撮影

図４　修練者たちが罪を告白し、ときには告発もされ

た集会所跡　著者撮影
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なお、本ディスカッションの成果として、「中世シ

トー会の修練者生活指導書―『修練者の鏡』試訳―」

という論文を『お茶の水史学』52号に掲載する予定

である。
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【指導教員のコメント】

現在博士論文執筆中の馬場幸栄さんが行っている研究は、12世紀から14世紀におけるシトー会修道院が作成し

た写本をつきとめ史料学的に検討し、その上でそれら写本が修道院運営や当時の社会のなかで担った役割を明ら

かにしようというものです。とりわけ、馬場さんらがその新発見に関わった『修練者の鏡』という写本は、13世

紀に急成長した修道会であるシトー会修道院が、リクルートした新人を教育する目的で作られたものですが、そ

れがいったい誰によって書かれたものなのかという疑問が、新発見の写本によって提示されるに至りました。そ

こで馬場さんは、本大学院教育支援プログラムによる助成を受けて、　それに答えるべく、イギリスの史料学専

門家やシトー会研究者とディスカッションを行ったわけです。第一線の研究者とのディスカッションや史料検討

の結果、馬場さんの推論におおむね賛同が見られたということは、今後馬場さんの博士論文を執筆する上で、大

きな土台が確立したと言うことが出来ます。また最先端の研究者との意見交換は今後も大きな財産となってゆく

ものと考えられます。史料学の分野では、日本とイギリスとを問わず、また史料の違いを問わず、既に十分な国

際化が進んでいますが、日本の研究者が、欧米の史料へ積極的に発言し同時に日本独自の史料形態についても広

く海外に発信してゆくことが今まさに求められています。馬場さんによる今回の海外アカデミック・ディスカッ

ションは、このような動きに大きく寄与するものといえましょう。このような試みが今後も続けられることを強

く希望します。

 （人間文化創成科学研究科　准教授　新井　由紀夫）


